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１　大田区の人口及び児童・生徒数の推移

（資料）令和元年度～４年度「住民基本台帳」による１月１日現在の実数　　　　　　　　　
  令和５（2023）年度～令和52（2070）年度「大田区将来人口推計（令和４年３月）」

※％の数字は構成比率
※令和５年度～令和10年度は各年の推計。令和10年度以降は５年ごとの推計。

　大田区の人口は、20年以上にわたりプラス（転入超過）であった社会
増減が、令和２（2020）年からのコロナ禍においてマイナス（転出超
過）となりました。大田区将来人口推計（令和４年３月）では、新型コ
ロナウイルス感染症への社会の対応が進むにつれて、徐々に転入超過を
回復すると仮定しており、令和７（2025）年に転出超過から転入超過へ
移行、令和８（2026）年～令和23（2041）年まで転入超過により人口が
緩やかに増加、その後、少子多死による自然減の拡大により人口が緩や
かに減少する結果となっています。長期的には70万人の人口規模を維持
するものと推計しています。
　年少人口は、令和15（2033）年まで減少しますが、その後増加に転
じ、令和32（2050）年から再び減少に転じています。
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中学校
合計

（資料）平成30年度～令和４年度「５月１日現在の実数」　　
令和５年度～令和９年度「東京都教育人口等推計」

　大田区の児童数は、令和４年度までは増加しておりますが、令和５年
度から減少に転じることが見込まれています。また、大田区の生徒数は
おおむね横ばいで推移することが見込まれています。
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２　大田区民の教育への期待

（資料）令和４年度 区の施策検証等に向けた大田区区民意識調査結果

　18歳以上の区民の方を対象に実施したアンケートにおいて、『「教育
の充実」に向けて重点的に取り組むべき課題』の１位は「自ら考え、表
現する力を伸ばす教育の充実」で43.5％、２位は「英語教育の充実」で
33.5％、３位は「教師の質的な向上」で26.3％となりました。
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３　教育に関する統計
（１）学力

平成25年度 平成30年度 令和4年度

　グラフは、大田区学習効果測定での期待正答率に到達した児童・生徒数の
割合「達成率」を示したものです。
　大田区では、児童・生徒の学習状況を的確に把握し、教育課程や指導方法
等を充実・改善させるために大田区学習効果測定を実施しています。
　対象は、小学校第４学年から第６学年及び中学校第１学年から第３学年と
し、進級直後の４月にテストを行い、基礎的・基本的な知識の定着状況を把
握、検証しています。
　学習は、当該学年の学習内容を確実に定着させることが重要であり、進級
後は前学年までの既習事項を活用し学習を深めていくことが求められていま
す。つまずいた事項をそのまま放置すると、その後の学習理解にも影響し、
学習内容の定着度も学年が進行するにつれ低下する傾向が現れます。
　平成30年度と令和４年度の比較を見ると、小学校では、小学校第４学年の
国語・理科で平成30年度の達成率を上回りましたが、それ以外は下回る結果
となっています。中学校では、国語において、全学年が平成30年度の達成率
を下回る結果となっています。なお、小学校第６学年・中学校第１学年の英
語は、令和３年度から実施しているため、平成25年度、平成30年度の数値は
ありません。
　積み重ねの教科である数学について、中学校第３学年の達成率は、現ビ
ジョンの学力向上に関する成果指標となっています。

「大田区学習効果測定」で期待正答率に達した児童・生徒の割合（達成率）

【　小　学　校　】
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70.7

76.7

80.3

67.6

72.6
70.0

77.9

69.1

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科

達成率

（％）
（小学校第４学年）

77.4
74.5 75.5

63.0

67.8 67.3
69.0

62.9

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科

達成率

（％）
（小学校第５学年）

77.3

67.3

73.1
69.0

74.7

59.3

68.9 68.5

76.0

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科 英語

達成率

（％）
（小学校第６学年）

71.4

59.9

69.7

62.7

70.3

60.9

64.6

60.1

87.5

40

50

60

70

80

90

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第１学年）

74.0

64.3
67.1

60.0

67.2
69.1

55.9

69.9

64.1

69.4

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第２学年）

72.3

58.4

64.5

58.1

67.4

63.2
65.3

63.7

57.0

65.4

40

50

60

70

80

90

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第３学年）

63.6

76.2
78.9

71.170.7

76.7

80.3

67.6

72.6
70.0

77.9

69.1

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科

達成率

（％）
（小学校第４学年）

69.5

65.3
67.8

58.7

71.4

59.9

69.7

62.7

70.3

60.9
64.6

60.1

87.5

40

50

60

70

80

90

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第１学年）

76.7

72.8
74.7

69.4

77.4
74.5 75.5

63.0

67.8 67.3
69.0

62.9

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科

達成率

（％）
（小学校第５学年）

76.3

70.5

73.8

64.8

77.3

67.3

73.1

69.0

74.7

59.3

68.9 68.5

76.0

40

50

60

70

80

90

国語 社会 算数 理科 英語

達成率

（％）
（小学校第６学年）

80.5

58.5

62.8

52.2

69.5

74.0

64.3
67.1

60.0

67.2
69.1

55.9

69.9

64.1

69.4

40

50

60

70

80

90

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第２学年）

71.3

48.8

60.6

50.7

67.8

72.3

58.4

64.5

58.1

67.4

63.2
65.3

63.7

57.0

65.4

40

50

60

70

80

90

国語 社会 数学 理科 英語

達成率

（％）
（中学校第３学年）

4



※都及び区の数値の小数点以下は非公表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料）全国学力・学習状況調査

　
　グラフは全国学力・学習状況調査において、中学校第３学年の数学の
正答率を全国・東京都と比較したものです。
　大田区は、全国と比較すると各年ともほぼ同水準ですが、東京都と比
較するとやや下回って推移しています。

全国学力・学習状況調査の正答率（数学）＜中学校第３学年（公立）対象＞
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（２）自己肯定感等

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

（資料）全国学力・学習状況調査
※グラフ下の数字は、「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計の数字

大田区立小学校第６学年・中学校第３学年の意識

【自分には、よいところがあると思いますか】

【人の役に立つ人間になりたいと思いますか】
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

（資料）全国学力・学習状況調査

　令和４年度に実施された全国学力・学習状況調査において、「自分に
は、よいところがあると思いますか」という質問に対し、「当てはま
る」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した大田区の小学校第
６学年は80.3％、中学校第３学年は80.7％で、平成30年度と比較すると
やや減少しましたが、平成25年度からは大きく増加しています。
　東京都・全国と比較すると、令和４年度は小学校第６学年・中学校第
３学年ともに東京都・全国の数値を上回りました。
　次に、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という質問に対
し、「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した大
田区の小学校第６学年は94.0％で平成30年度より0.6ポイント減少、中学
第３学年は94.1％で平成30年度より0.2ポイント増加となりました。いず
れも高い水準で推移しています。
　東京都と比較すると、概ね同水準で推移していますが、全国との比較
ではやや下回る結果となっています。
　また、「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあ
りますか」という質問に対し、「当てはまる」、「どちらかといえば、
当てはまる」と回答した大田区の小学校第６学年は48.6％で平成30年度
より1.7ポイント減少、中学校第３学年は37.0％で平成30年度より6.4ポ
イント減少となりました。
　東京都・全国と比較すると、平成30年度は小学校第６学年は概ね同水
準、中学校第３学年では大田区の数値が上回っていましたが、令和４年
度はいずれも東京都・全国の数値を下回りました。

※グラフ下の数字は、「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計の数字

【地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか】
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（３）体力

※令和２年度は東京都の全体調査が中止のため、希望校のみ調査を実施。

（資料）東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果
※都の数値は小数第１位まで公表

　東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査の調査項目には、
記録に応じた得点が設定されており、各項目の合計点を「体力合計点」といい
ます。
　グラフは小学校第６学年男女の「体力合計点」について、平成23年度からの
推移を東京都の平均値と比較したものです。大田区男子の体力合計点はおおむ
ね横ばいで推移してきましたが、令和３年度から低下しています。大田区女子
の体力合計点は徐々に上昇しておりましたが、令和３年度から低下していま
す。
　東京都と比較すると、概ね同水準で推移しています。

東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査における「体力合計点」の推移（小学校第６学年男女）
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（４）健康

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

（資料）全国学力・学習状況調査

　令和４年度に実施された全国学力・学習状況調査において、「朝食を毎日食
べていますか」という質問に対し、「食べている」と回答した大田区の小学校
第６学年は86.0％で、平成30年度より1.4ポイント増加しており、東京都・全
国の数値を上回りました。
　一方で、大田区の中学校第３学年は77.5％で、平成30年度より0.4ポイント
減少しており、東京都・全国の数値を下回りました。

【朝食を毎日食べていますか】
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（５）特別支援教育

大田区における特別支援学級・特別支援教室　児童・生徒数の推移

（資料）大田の教育概要

　障がいのある児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援する
という視点に立ち、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、それに対
応した適切な指導や支援を行うために、特別支援学級、特別支援教室(サポー
トルーム)を設置しています。
　特別支援学級は、固定学級と通級指導学級があります。
　固定学級は知的障害学級、通級指導学級は弱視、難聴、言語障害学級として
設置しています。
　特別支援教室（サポートルーム）は、これまで情緒障害等通級指導学級とし
て行ってきた指導を在籍校で受けられるようにしたもので、小学校では平成28
年度から、中学校では令和３年度から全校設置となりました。
　小学校・中学校ともに特別支援教室（サポートルーム）の在籍児童・生徒数
が大幅に増加しています。
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（６）教育センターにおける教育相談の状況

注１：メール相談は平成26年度から開始。
注２：「ＳＳＷの対応状況」は、電話件数・相談受付・学校訪問・家庭訪問・関係機関訪問の計

（資料）大田の教育概要

　社会生活の複雑化や環境の変化に伴い、子どもの問題行動等が増加する等、
子どもの生活の中で生ずる課題は多様化しています。
　教育センターの教育相談（教職・心理職相談員）では子どもに関わる様々な
問題や悩みについて相談に応じ、自立への支援や望ましい関わり方等について
助言等を行います。また、区立小・中学校等への訪問・ケース会議への参加等
を通し、学校並びにスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー（Ｓ
ＳＷ）と連携し、学校不適応の解消等を目指した相談を実施します。
　教育相談の件数は、全体として増加しており、令和３年度には１万５千件を
超えています。相談方法の傾向としては、来室相談、ＳＳＷの対応状況、つば
さ教室の相談の件数が大きく増加しています。

教育相談の状況

5,535 
6,575 

7,692 

9,545 
10,484 

11,365 

13,035 
14,051 

15,366 

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

25 26 27 28 29 30 元 2 3

（件）

平成 令和 年度
来室相談 3,179 2,555 2,839 3,936 5,014 5,706 5,638 5,094 6,863

電話相談 2,085 2,921 2,983 2,582 2,399 2,130 2,727 2,498 2,583

SSWの対応状況 - 768 1,430 2,294 2,112 2,591 3,365 4,727 3,700

つばさ教室の相談 251 314 417 719 793 895 1,210 1,679 2,160

子ども電話相談 20 17 23 9 86 36 78 46 40

メール相談 - 0 0 5 80 7 17 7 20

合計 5,535 6,575 7,692 9,545 10,484 11,365 13,035 14,051 15,366
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（７）スクールカウンセラーの利用状況

　いじめ・不登校等の未然防止や解決を図るため、専門的な経験を有する臨床
心理士等をスクールカウンセラーとして区立小・中学校に配置し、学校内の教
育相談体制の充実を図っています。
　スクールカウンセラーの相談件数は、小学校、中学校ともに増加傾向にあり
ます。相談者の割合では、教員からの相談が最も多くなっています。

（資料）大田の教育概要

スクールカウンセラー相談件数
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計

7,637 7,959 7,204 7,378 7,595 8,349 8,065 8,779 10,356
4,501 5,016 5,641 6,214 6,149 6,439 6,641 7,139 7,889

10,763 10,962 10,327 11,038 12,291 13,716 12,764 14,152 15,700
319 312 423 678 736 680 466 377 521

23,220 24,249 23,595 25,308 26,771 29,184 27,936 30,447 34,466
その他

教員
保護者
児童

計
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（８）不登校

不登校児童・生徒の出現率

（資料）「児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査」（文部科学省）

（資料）令和３年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）

　不登校とは、長期欠席者のうち、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるい
は社会的要因・背景により、児童生徒が登校しないあるいはしたくともできな
い状況にある者（ただし、病気や経済的理由、新型コロナウイルスの感染回避
によるものを除く。）をいいます。
（長期欠席者は、「児童・生徒指導要録」の「欠席日数」欄及び「出席停止・
忌引き等の日数」欄の合計の日数より、年度間に３０日以上登校しなかった児
童生徒）
　大田区の不登校出現率は、小学校・中学校ともに増加傾向となっており、東
京都・全国でも同様の傾向となっています。
　文部科学省の調査によると、不登校の要因は「無気力・不安」が49.7％と最
も高く、「生活リズムの乱れ、あそび、非行」11.7％、「いじめを除く友人関
係をめぐる問題」9.7％と続いています。

無気力・不安, 

49.7%
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入学、転編入学、進
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27 28 29 30 元 2 3

大田区 3.58% 3.52% 3.95% 4.22% 5.34% 4.71% 5.76%

東京都 3.33% 3.60% 3.78% 4.33% 4.76% 4.93% 5.76%

全国 2.83% 3.01% 3.25% 3.65% 3.94% 4.09% 5.00%
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大田区 0.41% 0.44% 0.43% 0.55% 0.71% 1.01% 1.30%

東京都 0.49% 0.52% 0.56% 0.74% 0.88% 1.06% 1.33%

全国 0.42% 0.47% 0.54% 0.70% 0.83% 1.00% 1.30%
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４　地域と学校に関する統計
（１）学校支援地域本部

（２）学校開放

（資料）大田の教育概要

  学校支援地域本部の事業に参加した地域ボランティアの数は、平成30
年度まで増加していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により
学校支援地域本部の活動が縮小されたことで、令和元年度以降は減少し
ました。

学校施設の地域開放使用実績推移

　学校開放とは、区民のスポーツ活動等のために、学校教育に支障のな
い範囲で、小・中学校の校庭等の開放を行う事業です。
　学校施設の地域開放使用実績の推移をみると、延べ人数、延べ回数と
もに平成30年度までは増加傾向でしたが、令和元年度からは減少してい
ます。
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学校支援地域本部の事業に参加した地域ボランティアの数人
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1,782,242 1,811,006 1,768,476 1,726,969 

2,383,334 2,309,912 2,421,111 
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延べ回数
（回）

平成 年度令和

小学校 1,345,307 1,261,958 1,359,113 1,188,745 1,828,928 1,823,693 1,884,326 1,388,456 771,954 976,655
中学校 436,935 549,048 409,363 538,224 554,406 486,219 536,785 450,843 136,626 177,177
計 1,782,242 1,811,006 1,768,476 1,726,969 2,383,334 2,309,912 2,421,111 1,839,299 908,580 1,153,832

小学校 29,348 30,768 31,830 33,228 41,356 42,109 43,849 36,827 22,769 25,642
中学校 13,258 13,264 13,458 12,714 13,586 13,848 14,321 11,674 4,254 5,671
計 42,606 44,032 45,288 45,942 54,942 55,957 58,170 48,501 27,023 31,313
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（３）地域行事への参加状況

　令和４年度の全国学力・学習状況調査において、「今住んでいる地域
の行事に参加していますか」という質問に対して、「当てはまる」、
「どちらかといえば、当てはまる」と回答した大田区の小学６年生は
36.8％で、平成30年度より13.1ポイント低下しました。また、東京都よ
り4.6ポイント、全国よりも15.9ポイント低くなっています。
　中学３年生は29.3％で、平成30年度より10.7ポイント低下しました。
また、東京都より0.7ポイント、全国よりも10.7ポイント少なくなってい
ます。

(資料)全国学力・学習状況調査

※グラフ下の数字は、「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計の数字
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５　小中学校の築年別整備状況

　区立小中学校（館山さざなみ学校を含む）の築年別延床面積の割合
は、50年以上が41.4％で最も多くなっています。一方で、築年数の浅
い10年未満は7.6％、10年以上20年未満は3.9％となっています。
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7.6%
10年以上20年未満

3.9%

20年以上30年未満

7.8%

30年以上40年未満
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28.0%

50年以上

41.4%

区立小中学校の築年別延床面積の割合（令和４年度末時点）
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６　図書館利用状況

（資料）大田の図書館（利用状況、歩み、数字）

（資料）大田の図書館（利用状況、歩み、数字）

　大田区立図書館の利用登録者数は緩やかな減少傾向にあり、令和３年度は
およそ16万人となっています。それに伴い利用登録率も減少しており、令和
３年度は22.00％となっています。
　一方で、貸出冊数は令和３年度に大幅に増加しています。
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貸出冊数の推移

貸出冊数 区民一人あたりの貸出冊数 登録者一人あたりの貸出冊数

（冊数）

（一人あた

りの冊数）
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